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こ
の
本
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
二
十
四
孝
」
の
受
容
と
展
開
に

関
す
る
世
界
初
の
研
究
書
で
あ
る
。著
者
の
佐
藤
ト
ゥ
イ
ウ
ェ
ン
氏
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
出
身
で
国
立
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
社
会
人
文

科
学
大
学
東
洋
学
部
を
卒
業
、
来
日
後
は
大
阪
大
学
で
ベ
ト
ナ
ム
語
の

講
師
を
つ
と
め
な
が
ら
、
関
西
大
学
大
学
院
に
進
み
、
博
士
号
を
取
得

さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ
の
博
士
論
文
を
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
評

者
の
専
門
は
ベ
ト
ナ
ム
史
で
あ
る
の
で
、
こ
の
本
が
、
ベ
ト
ナ
ム
史
研

究
、
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム
と
周
辺
地
域
と
の
交
渉
に
関
す
る
研
究
や
ベ

ト
ナ
ム
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
研
究
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
意
義

を
持
つ
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
論
評
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
、
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
私
が
注
目

す
べ
き
と
考
え
る
点
を
中
心
に
紹
介
し
、
簡
単
な
論
評
を
付
す
。
そ
の

あ
と
に
全
般
に
関
わ
る
論
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
孝
子
説
話
に
関
す
る
稀
代
の
研
究
書

嶋
尾　

稔
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序　
　
　
（
吾
妻
重
二
）

　
　

序　

論　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
儒
教
と
「
二
十
四
孝
」

　
　

第
一
部　
「
二
十
四
孝
」
と
ベ
ト
ナ
ム

　
　

第
一
章　

中
国
の
「
二
十
四
孝
」
説
話
と
そ
の
系
統

　
　

第
二
章　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
二
十
四
孝
」

　
　

第
二
部　

李
文
馥
系
の
「
二
十
四
孝
」

　
　

第
一
章　

李
文
馥
と
「
二
十
四
孝
演
歌
」
に
つ
い
て

　
　

第
二
章　
「
詠
二
十
四
孝
詩
」
と
中
越
文
化
交
渉

　
　

第	

三
章		

李
文
馥
系
の
「
二
十
四
孝
」
と
『
日
記
故
事
』
系
の

各
文
献
の
比
較

　
　

第
三
部　

李
文
馥
系
以
外
の
「
二
十
四
孝
」

　
　

第	
一
章　

綿
寯
皇
子
と
「
補
正
二
十
四
孝
伝
衍
義
謌
」
に
つ

い
て

佐
藤
ト
ゥ
イ
ウ
ェ
ン
著

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

　
「
二
十
四
孝
」の
研
究
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第	

二
章　
『
四
十
八
孝
詩
画
全
集
』
と
中
国
の
「
二
十
四
孝
原

編
」、「
二
十
四
孝
別
集
」
の
比
較

　
　

第	
三
章　
「
二
十
四
孝
」
説
話
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
独
自
の
『
西
南　
　

　
　
　
　
　
　

孝
演
歌
』へ

　
　

結　

論

　
　

あ
と
が
き

　
　

参
考
文
献

　
　

索　

引

　

序
論
で
は
、
著
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
学
の
特
徴
に
つ
い
て
先
行
研

究
に
基
づ
き
な
が
ら
「
哲
学
理
論
と
し
て
の
儒
教
」
よ
り
「
社
会
的
教

化
手
段
と
し
て
の
儒
教
」「
倫
理
道
徳
と
し
て
の
儒
教
」
を
重
視
し
た

と
述
べ
、
そ
の
特
徴
と
「
二
十
四
孝
」
の
広
汎
な
受
容
を
関
連
づ
け
て

論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ベ
ト

ナ
ム
の
研
究
者
諸
氏
の
儒
教
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。	

　

第
一
部
で
は
、
こ
の
研
究
で
使
用
さ
れ
る
諸
資
料
の
全
般
的
な
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
、
中
国
の
い
か
な

る
「
二
十
四
孝
」
を
受
容
し
た
か
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
中
国
の

「
二
十
四
孝
」の
三
系
統
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
、ベ
ト
ナ
ム
の「
二
十
四

孝
」
が
『
日
記
故
事
』
系
で
あ
る
と
の
見
通
し
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
「
二
十
四
孝
」
の
作
者
を
郭
居
業
で
あ
る
と
す
る
の
が

定
説
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
ま
ず
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
い
か
に
孝
思
想
が
重
視
さ
れ
て
き
た
か
を
示
す
た
め
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
法
、
道
徳
的
教
化
、
祖
先
祭
祀
の
中
に
み
ら
れ
る
孝
思
想
関

連
の
諸
情
報
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
上
で
一
九
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
に
ベ

ト
ナ
ム
で
作
ら
れ
た
「
二
十
四
孝
」
が
網
羅
的
に
提
示
さ
れ
、
内
容
の

簡
潔
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
テ
ク
ス
ト
を
具
体
的

に
検
討
す
る
第
二
部
、
第
三
部
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
こ
の
章
の
記

述
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
仏
領
期
に
入
っ
て
漢
字
漢
文
が
徐
々

に
廃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
ベ
ト
ナ
ム
語
の
出

版
物
と
し
て
「
二
十
四
孝
」
は
刊
行
さ
れ
続
け
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
も
「
二
十
四
孝
」
の
漫
画
が
出
版
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
二
十
四

孝
」
出
版
の
連
続
性
が
知
ら
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
文
化
史
の
こ
の
よ
う
な

側
面
は
日
本
の
ベ
ト
ナ
ム
研
究
が
看
過
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
部
は
、ベ
ト
ナ
ム
の
二
十
四
孝
を
代
表
す
る
李
文
馥
の「
二
十
四

孝
演
歌
」
と
そ
れ
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
「
詠
二
十
四
孝
詩
」
が
検
討

さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
、
ま
ず
「
二
十
四
孝
演
歌
」
の
作
者
で
あ
る
李

文
馥
の
履
歴
に
関
す
る
諸
情
報
が
整
理
さ
れ
、
そ
の
上
で
本
文
テ
ク

ス
ト
と
日
本
語
訳
が
提
示
さ
れ
る
。「
二
十
四
孝
演
歌
」（
一
八
三
五
年
）

は
双
七
六
八
体
（
七
言
―
七
言
―
六
言
―
八
言
が
繰
り
返
さ
れ
る
）
と
呼
ば

れ
る
ベ
ト
ナ
ム
語
の
定
型
韻
文
で
あ
り
、
字
喃
と
呼
ば
れ
る
漢
字
を
応

用
し
た
ベ
ト
ナ
ム
固
有
の
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
写
本
で
の
み
伝
え
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ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
『
掇
拾
雑
記
』
所
収
の
も
の
を
底
本
と
し

て
、
そ
の
他
の
写
本
文
献
所
収
の
も
の
と
丁
寧
な
校
合
を
行
い
、
ベ
ト

ナ
ム
語
語
彙
の
語
釈
と
ロ
ー
マ
字
表
記
も
付
し
て
い
る
。
研
究
の
た
め

の
基
礎
資
料
の
提
示
と
い
う
不
可
欠
な
作
業
を
施
し
た
上
で
、
ベ
ト
ナ

ム
の
「
二
十
四
孝
」
の
日
本
語
訳
を
紹
介
す
る
と
い
う
大
変
堅
実
で
有

意
義
な
仕
事
で
あ
る
。「
二
十
四
孝
演
歌
」
は
李
文
馥
が
阮
朝
の
使
節

と
し
て
、
広
東
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

第
二
章
で
は
、
李
文
馥
が
、
同
行
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
二
人
、
及
び
現
地

の
中
国
人
と
と
も
に
二
十
四
孝
の
そ
れ
ぞ
れ
の
話
に
対
し
て
の
感
慨

を
唱
和
し
た
詩
が
全
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
文
人

の
知
ら
れ
ざ
る
交
流
の
痕
跡
で
あ
り
、
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、

「
二
十
四
孝
演
歌
」
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
部
分
の
先
に
漢
文
版
が
置
か

れ
て
い
る
が
、
第
三
章
で
は
、
そ
の
漢
文
部
分
を
中
国
の
『
日
記
故
事
』

系
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
李
文
馥
が
い
か
な
る
文
献
に
基
づ

い
て
、「
二
十
四
孝
演
歌
」
を
作
成
し
た
か
が
検
討
さ
れ
る
。
二
十
四

話
の
配
列
順
序
、
お
よ
び
テ
ク
ス
ト
の
異
同
の
丁
寧
な
分
析
に
よ
り
、

「
二
十
四
孝
演
歌
」
の
漢
文
部
分
が
『
前
後
孝
行
録
』（
一
八
二
二
年
の

序
あ
り
）
に
収
め
ら
れ
た
「
二
十
四
孝
原
本
」
と
最
も
類
似
し
て
い
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
画
期
的
な
発
見
と
い
え
よ
う
。
第
三
章
の
後
半

は
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ベ
ト
ナ
ム
で
刊
行
さ
れ
た

『
二
十
四
孝
』
の
挿
絵
が
、「
二
十
四
孝
原
本
」
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い

る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
評
者
に
絵
心
が
な
い
せ
い
か
、
や

や
首
肯
し
難
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

第
三
部
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
作
成
さ
れ
た
、李
文
馥
系
の「
二
十
四
孝
」

以
外
の
孝
子
説
話
三
種
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
。
中
国
の
二
十
四

孝
に
基
づ
く
、
綿
寯
皇
子
「
補
正
二
十
四
孝
伝
衍
義
謌
」
及
び
鄧
輝

『
四
十
八
孝
詩
画
全
集
』、
並
び
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
孝
子
説
話
を
中
心
に

フ
ラ
ン
ス
や
日
本
の
お
話
も
含
む
『
西
南

孝
演
歌
』
が
各
章
で

考
察
さ
れ
て
い
る
。『
西
南　
　
　

孝
演
歌
』
は
南
ベ
ト
ナ
ム
時
代
に

ロ
ー
マ
字
表
記
版
を
付
し
た
影
印
（
字
喃
）
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
二
文
献
が
本
格
的
に
研
究
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ

る
。
第
一
章
で
は
、「
補
正
二
十
四
孝
伝
衍
義
謌
」
の
作
者
で
あ
る
綿

寯
皇
子
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
二
十
四
話
の
字
喃
テ
ク
ス
ト
を
全

て
提
示
し
、
日
本
語
訳
を
付
し
て
い
る
。
綿
寯
皇
子
は
阮
朝
二
代
皇
帝

明
命
帝
の
多
数
の
男
子
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ
の
皇
子
が
こ
れ

ま
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
著
者
は
、
こ
の
皇
子
が
そ

の
子
供
達
と
と
も
に
『
孝
経
』、「
二
十
四
孝
」
の
ベ
ト
ナ
ム
語
版
を
作

成
し
た
こ
と
を
資
料
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
従
来
の
研
究
が
着

目
し
て
こ
な
か
っ
た
阮
朝
皇
族
の
文
化
活
動
に
光
を
当
て
る
重
要
な
情

報
で
あ
る
。
字
喃
テ
ク
ス
ト
（
双
七
六
八
体
）
の
全
文
が
紹
介
さ
れ
日

本
語
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
李
文
馥
の
ベ
ト
ナ
ム
語
版
と
は
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
語
訳
か
ら
も
明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
で
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き
る
。
第
二
章
で
扱
わ
れ
る
『
四
十
八
孝
詩
画
全
集
』（
一
八
六
七
年
序
）

に
は
「
二
十
四
孝
原
編
」
と
「
二
十
四
孝
別
集
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
『
三
余
堂
叢
刻
』（
一
九
二
七
年
）
所
収
の
「
二
十
四
孝
原
編
」、

「
二
十
四
孝
別
集
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
の
「
二
十
四
孝
」
受
容
の
考
察
に
示
唆
を
与
え
る
新
た
な
情
報

の
提
示
で
あ
り
、
と
く
に
『
日
記
故
事
』
系
で
は
な
い
孝
子
説
話
で
あ

る
「
二
十
四
孝
別
集
」
が
ベ
ト
ナ
ム
に
知
ら
れ
て
い
た
と
の
指
摘
は
重

要
で
あ
る
。

　

第
三
部
第
三
章
で
扱
わ
れ
る
『
西
南

孝
演
歌
』
は
、
そ
の
他

の
ベ
ト
ナ
ム
版
「
二
十
四
孝
」
と
は
趣
を
全
く
異
に
す
る
。
フ
ラ
ン
ス

に
よ
る
植
民
地
化
以
後
、
対
仏
協
力
者
と
し
て
知
ら
れ
る
黄
高
啓
が
、

親
仏
派
の
『
東
洋
雑
誌
』
に
発
表
し
た
孝
子
物
語
の
シ
リ
ー
ズ
（
散
文
）

を
、
張
甘
榴
が
韻
文
に
直
し
、
そ
の
両
者
を
合
わ
せ
て
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
章
は
、
そ
の
散
文
部
分
（
字
喃
）
を
全
て
紹
介
し
、
日
本

語
訳
を
付
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
上
の
人
物
や
阮
朝
期
に
孝
子

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
人
物
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
中
国
の
孝
子
説
話

よ
り
記
述
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の
説

話
集
の
特
徴
を
述
べ
る
中
で
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
親
へ
の
孝
だ
け
で
は

な
く
国
家
に
対
す
る
孝
も
重
要
で
あ
っ
た
と
の
説
を
引
く
。
ま
た
、
ベ

ト
ナ
ム
の
孝
が
父
母
だ
け
で
な
く
祖
父
母
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
祖
先
祭
祀

と
深
い
関
係
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
興
味
深
い
論
点
で
あ
り
、

植
民
地
化
前
後
の
持
続
と
変
容
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
と
の
比
較
と

い
っ
た
視
点
か
ら
考
察
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

以
下
は
全
般
的
な
論
評
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
が
情
報
収
集
と
航

海
演
習
の
た
め
に
公
船
を
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
広
東
に
派
遣
し
た
こ
と

は
ベ
ト
ナ
ム
史
研
究
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
は
、「
二
十
四
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孝
」
の
作
者
た
ち
が
、
こ
の
外
洋
公
務
に
従
事
し
各
地
を
訪
問
し
て
い

た
「
国
際
派
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
中
で
も
広
東

と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
李
文
馥
が
「
二
十
四
孝
演
歌
」
を
作
成
し
、

無
名
の
中
国
地
方
文
人
と
交
流
し
、
二
人
の
同
行
ベ
ト
ナ
ム
人
も
含
め

て
五
人
で
詩
を
取
り
交
わ
し
た
の
は
、
広
東
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
る
。

鄧
輝

が
、『
四
十
八
孝
詩
画
全
集
』
の
序
を
記
し
た
の
も
広
東
に
お

い
て
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
文
化
交
渉
に
と
っ
て
の
広
東
の

重
要
性
に
こ
の
本
は
目
を
開
か
せ
て
く
れ
る
。

　

こ
の
本
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
「
二
十
四
孝
」
の
受
容
に
つ
い
て
重
要

な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
李
文
馥
の
「
二
十
四
孝
演
歌
」

作
成
以
前
の
こ
と
が
い
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
著
者
の
網
羅
的
調

査
で
も
見
つ
か
ら
な
い
以
上
、
こ
れ
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
版
の
「
二
十
四

孝
」は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、「
二
十
四
孝
」

自
体
が
ベ
ト
ナ
ム
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。	

著
者
の
引
用
す
る
李
文
馥
の
「
二
十
四
孝
演
歌
引
」（
一
〇
〇
頁
）
に
も
、

幼
い
頃
に
「
二
十
四
孝
」
を
習
っ
た
思
い
出
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
断
片
情
報
か
ら
、
一
八
世
紀
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
の
「
二
十
四

孝
」
受
容
の
状
況
を
僅
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
本
が
ベ
ト
ナ
ム
文
化
史
研
究
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学

に
新
た
な
刺
激
的
な
知
識
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
検
討
す
べ
き
点
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
今
後
の
研

究
課
題
を
示
し
て
く
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
本
を
出
発
点
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を

祈
念
し
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
東
方
書
店
が
、
漢
字
、
カ
ナ
、
字
喃
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
声
調
符
号
付
き
ロ
ー
マ
字
が
混
交
す
る
異
例
の
書
物
を
刊
行

し
た
こ
と
の
出
版
史
上
の
意
義
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

（
し
ま
お
・
み
の
る　

慶
應
義
塾
大
学
）


